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１．研究計画の概要 
 本研究は、旧ユーゴスラヴィアの構成国
を地域的対象とし、これらの国々のメディ
アに見られる言説を分析することによって、
旧ユーゴ崩壊から独立を経てこんにちに至
る人々の意識の変化、アイデンティティー
形成のあり方を探ろうというものである。
そこにおいては、具体的な事象、たとえば
コソヴォをめぐるセルビアのメディア言説
の分析などを行い、それを通して、これら
の地域の人々の自己イメージ、他者への態
度の変化を追跡する。最終的な目的は、メ
ディアが民族アイデンティティーの形成に
果たす役割、メディアと多民族・多言語共
生の関係などを考察していくことである。 
 
２．研究の進捗状況 
 これまでの３年間で、メディアテクストの
分析を通して社会や人々の意識を探る研究
を行い、その成果を論文，シンポジウム等で
発表した。具体的には、新聞記事からキーワ
ードを選び、その語彙がどのように分布して
いるか、その統語的役割から分析し、そこか
らキーワードの含意するもの、そのような語
の用法を生み出す社会的背景を考察する研
究を行い、その成果を発表した。またメディ
アが民族意識形成に果たしてきた役割を探
るために、１９世紀に刊行された雑誌の調査
に着手した。とくに、19世紀中期のクロアチ
ア民族主義高揚期に刊行された雑誌の記事
に注目し、複数の雑誌を比較しながら、メデ
ィア、社会的言説、民族アイデンティティー
の関係を考察しているこうした研究によっ
て、旧ユーゴ地域の特性、民族と言語、アイ
デンティティーの関係などをいろいろな角

度から明らかにしようとしている。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進行している。上記 2で述
べたように、具体的な事例に基づきメディア
の言語を考察することで、メディアが民族意
識や社会意識、アイデンティティー形成にど
のような役割を果たしているか、そしてまた
旧ユーゴ地域の特性はどこにあるのか、とい
ったことがらを解明している。このテーマは
刻々と変化する現状を対象とすることもあ
り、これで出来上がりという性質のものでは
ないが、主要な目標は達成できていると言え
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 平成２１年度は、以下の研究を行う予定で
ある。（１）総括として、旧ユーゴ諸国のメ
ディア状況、すなわち各共和国におけるメデ
ィアの活動、活字メディアの利用状況、イン
ターネット等の普及と活字メディアの関係、
などを最新の情報を含めて整理するととも
に、これまでの研究で明らかにしてきた、メ
ディアと言語、そして民族意識の問題につい
ての考察をまとめる。（２）メディアが歴史
的に果たした役割について、19世紀から第二
次大戦後のユーゴスラヴィア時代のメディ
ア政策まで含めて通時的に概観し、旧ユーゴ
地域の民族意識形成、民族対立などにメディ
アがどのように関わってきたかを総括する。 
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